
１
．
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
小
笠
原

諸
島
の
生
物
多
様
性
の
価
値

小
笠
原
諸
島
は
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
海
洋

島
で
す
。
島
々
が
成
立
し
て
か
ら
現
在
ま

で
、
一
度
も
他
の
陸
地
と
つ
な
が
っ
た
こ

と
が
な
い
た
め
、
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た

生
物
多
様
性
の
縮
図
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

小
笠
原
諸
島
は
、
２
０
１
１
年
6
月
、

第
35
回
世
界
遺
産
委
員
の
決
議
に
お
い
て
、

世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、
進
化
の

過
程
の
貴
重
な
証
拠
を
提
供
し
て
い
る
小

笠
原
諸
島
の
生
物
多
様
性
の
価
値
と
、
そ

の
保
全
に
参
画
す
る
地
域
住
民
の
活
動
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
強
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

２
．
小
笠
原
諸
島
の
外
来
生
物

海
洋
島
の
生
物
相
は
、
外
来
生
物
の
侵

入
に
対
し
て
非
常
に
脆
弱
で
す
。
小
笠
原

諸
島
に
人
が
移
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
江

戸
時
代
以
降
、
様
々
な
外
来
生
物
が
意
図

的
又
は
非
意
図
的
に
、
島
に
持
ち
込
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
野
生
化
し
た
ヤ

ギ
に
よ
る
植
生
の
破
壊
、
ノ
ネ
コ
に
よ
る

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
や
オ
ガ
サ
ワ
ラ

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
等
の
固
有
の
動
物
の
補
食
、

ネ
ズ
ミ
類
に
よ
る
海
鳥
・
陸
産
貝
類
・
植

生
等
へ
の
影
響
、
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の

捕
食
に
よ
る
昆
虫
相
の
破
壊
、
貝
食
性
の

プ
ラ
ナ
リ
ア
類
に
よ
る
固
有
の
カ
タ
ツ
ム

リ
の
激
減
、
ア
カ
ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
と
い
っ

た
外
来
植
物
に
よ
る
在
来
植
物
の
被
圧
等
、

侵
略
的
外
来
生
物
に
よ
る
小
笠
原
の
生
物

多
様
性
に
対
す
る
深
刻
な
影
響
が
生
じ
て

い
ま
す
。

３
．
外
来
生
物
対
策
の
考
え
方

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来
生
物
対
策

は
、
島
別
・
種
別
の
状
況
に
応
じ
た
、
緻

密
な
事
業
展
開
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

小
笠
原
諸
島
で
は
、
国
、
東
京
都
、
小
笠

原
村
と
い
っ
た
行
政
機
関
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
本
土
側
の
多
く
の
団
体
が
互
い
に
協

力
し
、
多
面
的
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

環
境
省
で
は
、
銃
器
等
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ

の
駆
除
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
毒
餌
の

空
中
散
布
に
よ
る
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
、
ノ
ネ

コ
の
捕
獲
・
島
外
へ
の
搬
出
、
グ
リ
ー
ン

ア
ノ
ー
ル
の
拡
散
防
止
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
類

の
侵
入
・
拡
散
防
止
、
外
来
植
物
の
枯
殺

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
来
生
物
対
策
は
、
既
に
侵
入
し
た
外
来

生
物
を
排
除
す
る
他
、
ま
だ
外
来
生
物
が

侵
入
し
て
い
な
い
地
域
へ
の
拡
散
の
防
止

が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
営
む

方
々
の
理
解
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
属
島

や
山
林
の
利
用
者
の
靴
底
の
泥
落
と
し
、

船
や
カ
ヤ
ッ
ク
に
ア
ノ
ー
ル
や
プ
ラ
ナ
リ

ア
の
付
着
が
な
い
こ
と
の
確
認
の
徹
底
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
通
常
、

人
が
訪
れ
な
い
無
人
島
で
も
、
事
業
・
研

究
の
た
め
に
事
業
者
・
研
究
者
等
が
上
陸

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事

業
者
・
研
究
者
等
の
所
持
品
へ
対
応
も
重

要
で
す
。

４
．
今
後
の
外
来
生
物
対
策
の
課
題

人
々
が
暮
ら
す
島
で
は
多
く
の
人
や
生

活
資
材
が
行
き
交
う
こ
と
か
ら
、
島
の
外

来
生
物
対
策
に
は
、
多
く
の
困
難
が
内
包

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
来
生
物
対
策
の
進
捗
や
世
界

遺
産
登
録
後
の
観
光
客
の
増
加
等
に
よ
っ

て
、
小
笠
原
諸
島
の
自
然
を
取
り
巻
く
状

況
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

父
島
や
母
島
で
は
、
ノ
ネ
コ
の
捕
獲
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ

ラ
ス
バ
ト
が
集
落
地
周
辺
に
姿
を
現
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
絶
滅
の
お
そ
れ
の
極

め
て
高
い
種
が
回
復
の
兆
候
を
見
せ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
で
人
の

生
活
圏
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
車
や
猫
と

の
接
触
事
故
等
の
危
険
性
が
生
じ
て
い
る

と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

観
光
客
の
増
加
に
よ
っ
て
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
、
山
林
や
属
島
の
利
用
者
数
が

増
加
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の

方
の
案
内
で
小
笠
原
の
自
然
を
体
験
す
る

人
が
増
え
る
こ
と
は
、
小
笠
原
の
貴
重
な

自
然
を
詳
し
く
知
る
機
会
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

靴
底
な
ど
に
つ
い
た
泥
を
通
じ
て
、
プ
ラ

ナ
リ
ア
等
の
恐
ろ
し
い
外
来
生
物
を
意
図

せ
ず
に
拡
散
さ
せ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
増

え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来
生
物
対
策

は
急
を
要
し
、
か
つ
、
息
の
長
い
対
策
が

必
要
で
す
。
島
の
生
物
多
様
性
を
次
の
世

代
ま
で
引
き
継
ぐ
た
め
、
更
な
る
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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